生徒の様子（授業者から）

この授業は，数Ⅱの1年間の最後の授業で45分間の短縮日課の中で行いました｡

授業が始まってからの生徒の第一声は，「先生なんかすごく楽しそう。」でした。自分では気が付きませんでしたが，そうだったのかもしれません。そんな雰囲気の中進んだ授業でしたので，進度は生徒の反応任せで，生徒が一つのことに納得してから次に進むという感じでした。従って，和積公式を使ってのうなりの説明は大慌てで終わったので，生徒には恐らく何のことかよく分からなかったのではないかと思われます。（反省点です。）

しかし，音が波であることを確認したり，正弦波のかたちをしたいろいろな周波数の音を聞くことができたり，聞き取ることができる音の周波数帯を調べたり，聞き分けられる振動数の差を試したりと，かなり真剣に楽しく体験ができたようです。また，音のうなりが振動数の差が小さいほどはっきり聞こえる（ちゃんと数えることができる）ことを知ったりと新しい発見もあったようです。1Hz，2Hzの違いでうなりの回数を数えたり，集中して耳をすましていました。

45分の時間では，音の性質から始めて，和積公式からうなりの説明まではとてもできませんでした。しかし，「ちゃんと説明すると，うなりの現象が学習した三角関数の式で説明することができるよ」ということに，生徒が少しは興味を持って終わることができたのではないかと感じました。

＊今回は授業後も時間の都合で，生徒からアンケートをとることはできませんでした。申し訳ありませんが，授業担当者からの感想のみを書かせていただきました。

